
町
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
な
ど
で
広
く
住
民
の
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
本
年
７
月
に
清

流
猪
名
川
を
取
り
戻
そ
う
町
民
運

動
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

基
本
計
画
で
は
、
概
ね
５
年
計

画
で
７
つ
の
重
点
的
運
動
と
25
の

体
系
別
の
具
体
的
運
動
に
取
り
組

み
、
将
来
を
見
据
え
て
、
先
人
か

ら
引
き
継
い
だ
猪
名
川
を
身
近
な

親
し
め
る
河
川
と
し
て
回
復
、
新

し
い
川
の
姿
を
創
造
し
、
次
の
世

代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

〜
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
〜

平
成
13
年
１
月
に
清
流
猪
名
川

を
取
り
戻
そ
う
町
民
運
動
本
部
会

議
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
15
年
１
月
に
基
本

構
想
を
策
定
し
、
「
森
林
の
豊
か
な

自
然
を
守
り
育
て
る
」
「
水
資
源
を

活
用
す
る
」
「
河
川
に
親
し
む
」
の

３
つ
を
達
成
目
標
と
し
、
そ
の
実

現
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

基
本
構
想
実
現
の
た
め
の
具
体

的
な
取
り
組
み
例
と
し
て
は
、
雨

水
利
用
を
促
進
す
る
貯
留
施
設
の

設
置
助
成
、
地
域
実
情
に
応
じ
た

雨
水
浸
透
施
設
を
設
置
す
る
実
証

実
験
の
モ
ニ
タ
ー
募
集
、
親
水
護

岸
の
整
備
、
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
の

拡
充
、
地
元
住
民
と
町
職
員
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
河
川
愛
護

活
動
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

〜
今
後
の
取
り
組
み
〜

今
後
は
、
本
町
だ
け
で
な
く
、

基
本
計
画
を
基
に
し
て
、
猪
名
川

の
源
流
の
ま
ち
か
ら
猪
名
川
流
域

全
域
に
拡
大
し
、
流
域
市
町
と
の

広
域
的
な
連
携
も
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
内
に
お
い
て
は
、
既
に
「
清

流
猪
名
川
を
取
り
戻
そ
う
町
民
運

動
」
に
つ
な
が
る
活
動
を
始
め
て

い
る
人
々
や
団
体
が
あ
り
、
こ
れ

ら
既
存
の
活
動
の
連
携
や
拡
大
が

こ
の
町
民
運
動
を
効
率
的
に
推
進

し
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

今
回
は
、
ま
ず
住
民
、
各
種
団

体
、
事
業
者
な
ど
が
主
体
と
な
り
、

こ
の
運
動
の
展
開
を
図
る
た
め
に
、

運
動
の
目
的
別
に
「
川
と
親
し
む

部
会
」
「
川
と
水
と
人
の
部
会
」

「
川
づ
く
り
部
会
」
「
川
ネ
ッ
ト
部

会
」
を
設
置
し
ま
す
。

各
部
会
は
、
各
種
団
体
・
事
業

者
・
関
係
行
政
職
員
、
そ
し
て
今

回
募
集
す
る
住
民
で
構
成
さ
れ
ま

す
。

こ
の
４
つ
の
部
会
を
立
ち
上
げ
、

各
部
会
に
お
い
て
意
見
交
換
を
図

り
な
が
ら
、
具
体
的
運
動
の
内
容

検
討
を
進
め
、
住
民
運
動
を
推
進

し
て
い
た
だ
く
委
員
を
一
般
公
募

し
ま
す
。

ま
た
、
川
の
状
況
を
知
る
指
標

と
し
て
、
ホ
タ
ル
の
生
息
に
つ
い

て
調
査
を
始
め
ま
す
。

各
部
会
の
主
な
取
り
組
み
例
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

川
を
知
り
、
川
に
入
り
、
親
し

む
運
動
を
検
討
す
る
部
会
で
す
。

川
と
親
し
む
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
、

企
画
、
環
境
学
習
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。

【
18
年
度
の
取
り
組
み
予
定
】

○
親
の
た
め
の
川
遊
び
講
座
の
開

催
な
ど

猪
名
川
流
域
の
水
環
境
（
森
林
、

農
地
）
を
含
め
た
河
川
環
境
の
改

善
に
向
け
た
運
動
を
検
討
す
る
部

会
で
す
。
生
活
様
式
の
見
直
し
に

よ
る
水
環
境
へ
の
負
担
軽
減
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

【
18
年
度
の
取
り
組
み
予
定
】

○
清
流
猪
名
川
水
質
基
準
の
作
成

と
水
質
調
査
の
実
施
な
ど

自
然
環
境
の
調
査
と
清
流
猪
名

川
を
取
り
戻
す
た
め
の
工
法
や
整

備
な
ど
の
川
づ
く
り
に
つ
い
て
検

討
す
る
部
会
で
す
。
各
部
会
、
関

係
団
体
と
連
絡
調
整
を
図
り
な
が

ら
清
流
猪
名
川
の
川
づ
く
り
や
河

川
美
化
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

【
18
年
度
の
取
り
組
み
予
定
】

○
親
水
護
岸
の
整
備
に
か
か
る
地

元
と
し
て
の
整
備
方
向
の
提
案

○
河
川
ア
ド
プ
ト
制
度
導
入
の
検
討

な
ど運

動
を
広
め
る
た
め
の
広
報
広

聴
や
啓
発
活
動
を
検
討
す
る
部
会

で
す
。
各
部
会
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
18
年
度
の
取
り
組
み
予
定
】

○
清
流
猪
名
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

確
立
（
Ｈ
Ｐ
の
立
ち
上
げ
な
ど
情

報
発
信
）
な
ど

町では、清流猪名川を取り戻すために、住

民・各種団体・事業者などと行政が連携を図り、

更なる運動の展開を目的に「川と親しむ部会」

「川と水と人の部会」「川づくり部会」「川ネット

部会」の4つの部会を設置します。この4部会に

おいて、具体的な取り組みを検討し、住民運動

を推進していただく委員を一般公募します。

�募集人数 12人

（各部会３人予定、４つの部

会のうちどの部会の委員にな

るかは、応募者との協議によ

り決定）

�任期 ２年（初回は平成1 8

年２月頃を予定）

�応募資格 高校生以上（町

内在住・在勤）

�応募方法 企画政策課、日

生・六瀬住民センターに備え

付けの申込用紙に必要事項を

記入し、1 2月2 0日までに企画

政策課へ申込みください（応

募用紙は、ホームページより

ダウンロード可）。

問い合わせは、企画政策課

（�766－8711）へ。

募 集 内 容

○と　き　12月10日（土）・11日（日）

両日とも午前10時～午後3時

○ところ　道の駅いながわ

２
面
＝
人
権
を
考
え
る
町
民
の
つ
ど
い
　
３
面
＝
安
心
・

安
全
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
４
面
・
５
面
＝
平
成
17
年
度
上

半
期
財
政
事
情
を
公
表
　
６
面
＝
情
報
ポ
ケ
ッ
ト
　
７

面
＝
健
康
・
福
祉
　
８
面
＝
い
な
が
わ
特
派
員
報
告

今 月 号 の

主 な 内 容

各
部
会
の
主
な

取
り
組
み
例

川
と
親
し
む
部
会

川
と
水
と
人
の
部
会

川
づ
く
り
部
会

川
ネ
ッ
ト
部
会

問合せ
企
画
政
策
課

（
�
７
６
６
・
８
７
１
１
）

�
８
月
に
行
わ
れ
た
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
猪
名
川
で
「
カ
ヌ
ー
体
験
」

を
す
る
子
ど
も
達

各種団体
住民

事業者
行政

● 推 進 体 制 の イ メ ー ジ ●

川と水と
人の部会

川と親し
む部会

川づくり
部会

川ネット
部会

ともに考え、実行していく

環境学習
学習プロ
グラムの
作成など 河川美化活動

生活様式の見
直しなど

生態系の保全
負担軽減工法
など

情報発信
流域の連
携など

連携

道の駅いながわでは、この秋町内で収

穫されたばかりのそば粉を使った「新そ

ばまつり」を開催します。ぜひ、この機

会にご賞味ください。

�内容 新そばを使った『そば雑炊』、新

米を使った『餅』のふるまい、新鮮朝取

り野菜の販売など。

○ふるまいそば雑炊：午前11時～　

○ふるまい餅　　　：午後１時～

（両日とも各100人限定）

問い合わせは、道の駅いながわ（ �

767－8600）へ。

“猪名川”を魅力ある川にしよう


